
2025 年 6 月 28 日 
 

第 35 回 日本手術看護学会九州地区筑後分会研修会報告書 
【研修会名】第 35 回 日本手術看護学会九州地区筑後分会研修会 

日 時：2025 年 6 月 28 日（土）13:30～16:00 
場 所：聖マリア病院 研究センター  

使徒ヨハネ井手一郎ホール 
受講者：168 名 

担当 社会医療法人 雪の聖母会  
聖マリア病院 

目

的 
・

目 
標 

手術室関連医療従事者の手術看護に必要な知識の習得及び親睦を図り、専門領域看護の向上を目的と

する。 
講義テーマ①「麻酔の基礎知識 ～麻酔科医が看護師に知ってほしい Point～」 
講義テーマ②「区域麻酔について」 

内

容 

 

13:30～13:40  オリエンテーション 開会挨拶 講師紹介 

13:40～14:40  講義テーマ①「麻酔の基礎知識 

          ～麻酔科医が看護師に知ってほしい Point～」 

          講師：聖マリア病院 麻酔科診療部長 島内司先生 

          質疑応答(10分) 

14:40～14:50  休憩 

14:50～15:50  講義テーマ②「区域麻酔について」 

          講師：聖マリア病院 麻酔科 井手朋子先生 

          質疑応答(10分) 

15:50～16:00  閉会挨拶 次回案内 
 

評

価 

 
・筑後地区 26 施設より 168 名の参加 
今回の研修テーマは「麻酔の基礎知識」「区域麻酔について」であった。参加者は、募集の段階で

186 名、実際の参加者は 168 名であり、手術室看護師にとって基本的知識が必要な分野でもある

為、関心が高かったと考える。QR コードによるアンケートを実施し、アンケート回答率は 88％
であり回答率としては高率であった。 
参加者より、講義内容について、アンケート回答者 148 名のうち大変参考になった（70.9％）、参

考になった（29.1％）と回答があった。 
自由記載項目については、 
普段の業務の中で当たり前に麻酔の介助を行っていましたが、今回の講義を受けて改めて意義や注

意点などを学ぶことができました。看護師目線の内容であったため、とてもわかりやすくて、参考

になりました。区域麻酔と全身麻酔のリスクや、看護師としての対応など様々な学びがあった。新 
人看護師で、麻酔のこともあまりよく分からず仕事をしてましたが、今日の講義で麻酔のことにつ

いて十分理解することができました。手術室配属になったばかりで今回の講義を聞き、麻酔につい

て知識を深めることができました。疼痛管理チームの話を興味深く聞く事ができました。などの意

見・感想が多かった。 
この結果より、手術室経験の長い看護師から、新人、異動者まで各経験年数を問わず、有意義な内

容であった事が伺えた。麻酔に関する基礎知識から区域麻酔について、比較的新しい麻酔方法に関

する学びも深めることができており目標は達成できたと考える。 
 

今

後

の

課

題 

 
・今後、アンケート結果を反映させた研修会などを検討していく必要がある。 
・参加人数定員を 100 名程度、FAX での返信とした。定員になり次第締め切りを行うという表示を

していなかったため、結果 186 名の申し込みとなり、当日参加者も考慮すると予定人数を超える

可能性が高かった。人数次第では収容可能数な会場への変更も視野に入れておく必要がある。 
 

 


